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幽
、

序

巻

二

・
巻

五
を

め
ぐ

っ
て

『
太
平
記
』
諸
本
群

の
中
に
お
け
る
天
正
本
の
類

(天
正
本

・
義
輝
本

・
野
尻

(
1

)

本

・
西
本
願
寺
本
)
の
特
異
性
を
支

え
る
異
文
の
様
相
を
ご
く
大
雑
把
に
捉
え
れ

ば
、
次
の
三
つ
に
大
別
で
き
よ
う
。

㈹
歴
史
記
録
な
ど
に
関
す
る
叙
述
。

⑧
合
戦
記
事
に
関
す
る
叙
述
。

◎
い
わ
ゆ
る
好
情
性
の
問
題
に
係

る
叙
述
。

こ
の
う
ち
、
◎
の
好
情
性
に
係
る
部
分
の
異
文
は
、
他
本

(古
態
本
)
と
素
材
を

同
じ
く
し
な
が
ら
、
他
本
の
本
文
の

一
文

一
文
に
手
を
加
え
て
ー

特
に
文
末
表

現
な
ど
i

新
た
な
本
文
を
形
成
す

る
こ
と
が
多
く
、
他
本
に
な
い
話
材
を

一
括

し
て
取
り
込
む
こ
と
は
少
な
い
。
好
情
性
に
係
る
部
分
は
素
材
も
さ
る
こ
と
な
が

(
2
)

ら
文
章
表
現
の
問
題
に
係
る
か
ら
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
㈹

・
⑧
に
関
す
る
異
文
は

他
本
に
な
い
記
事
を

一
括
し
て
取
り
入
れ
る
場
合
が
多
い
。
言
わ
ば
素
材
の
問
題

に
な
る
。

天
正
本
の
異
文
の
存
在
箇
所
は
様

々
だ
が
、
㈹

の
歴
史
叙
述

に
関
す
る
異
文
は

巻
の
冒
頭
で
の
存
在
が
目
立
つ
。
天

正
本
本
文
形
成
過
程
の
具
体
相

の
究
明
は

菅
長

坂

成

行

『
太
平
記
』
諸
本
研
究
の
重
要
な
課
題
の

一
つ
で
あ
る
が
、
ご
く
常
識
的
に
考
え

て
、
既
に
在
る
古
態
本
文
に
手
を
加
え
新
た
な
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
場
合
、
巻

頭

.
巻
末
と
い
う
の
は
増
補
改
訂
し
易
い
箇
所
と
言
え
よ
う
。
更
に
冒
頭
の
記
事

は
、
そ
の
巻
の
構
想
を
か
な
り
の
程
度
支
配
す
る
も
の
で
、
重
要
性
は
見
逃
せ
な

い
。
天
正
本
の
異
文
を
典
拠
あ
る
い
は
成
立
の
面
か
ら
扱
う
と
と
も
に
、
改
訂
に

よ

っ
て
構
想
に
い
か
な
る
変
化
を
も
た
ら
し
た
か
と
い
う
問
題
は
検
討
の
余
地
が

あ
る
。
小
稿
で
は
天
正
本
の
類
が
持

っ
巻
頭
の
異
文
の
う
ち
記
事
量
の
多
い
巻
二

と
巻
五
ー

歴
史
記
録
に
係
る
叙
述
が
殆
ん
ど
で
あ
る
ー

に
焦
点
を
あ
て
、
特

に
構
想
上
の
意
味

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

二
、
巻
二
冒
頭
に
つ
い
て

1

巻
二
は
正
中
の
乱
か
ら
数
年
後
・
元
弘
の
乱
の
発
端
を
描
く
・
玄
寒

が

「
南

都
北
嶺
行
幸
之
事
付
講
堂
供
養
之
事
」
で
始
め
る
の
に
対
し
、
天
正
本
は

「
石
清
水

井
南
都
北
嶺
行
幸
事
」
で
始
ま
る
。
記
事
内
容
を
略
記
す
る
。

*国 交学研究室(昭 和56年9月30日 受理)
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記

事

諸

本

の

状

況

※

ω

※

②

※

㈲(4)(5)

 

※

㈹(7)

正
中
元
年

(
=
二
二
四
)

三
月
二
十

三

日
、
後
醍
醐
天
皇
、
石
清
水

へ
行
幸
。

同
年
四
月
十
七
日
、
賀
茂
社

へ
行
幸
。

天

正
本

の
み
あ
り
。

天
正
本

の
み
あ
り
。

御同
。年

六
月

十
五
口
、

後

宇

多

院

崩

天
正
本

の
み
あ
り

。

元
徳

二
年

(
一
三
三
〇
)

三
月
八
日
、

後
醍
醐
、
東
大

・
興
福
両
寺

へ
行
幸

。

同
年
三
月

二
十

七
口
、
比

叡

山

へ
行

幸

、
大
講
堂
供
養
あ
り
。

玄
玖
本

に
あ
り
。

濠

麟

撫

製

本
.米
沢
本

π

玄
玖
本

に
あ
り
。

天
正
本

・
毛
利
家
本

・
米
沢
本

に
は
異
文
有
。

右
に
示
し
た
よ
う
に
、

㈲

.
㈲
は
玄
玖
本
に
も
み
え
る
記
事
だ
が
、
天
正
本

・
毛
利
家
本

・
米
沢
本
は
異

文
を
持

つ
。

同
年

三
月

二
十
七
口
、
法
勝
寺
大
乗
会

㎝

天
正
本
の
み
あ
り

。

へ
行
幸
。

一

正
中
元
年

(
=
二
二
六
)
、

北

条

高

㎜

天
正
本

・
毛
利
家
本

に
あ
り
。

時
、
病

に
よ
り
出
家
す
。

「

※

印

の

ω
～

偶

・
㈲

の
記

事

は
天

正
本

の

み

に

あ

る

。

(
4
)

2

天
正
本
の
ω

・
圖
が

『
増
鏡
』

「
秋
の
み
山
」
に
基
づ
く
増
補
で
あ
る
と
い
う

(
5

)

指
摘
は
、
ほ
ぼ
動
く
ま

い
.
い
ま
蔵

人
頭
藤
房

・
別
当
資
朝
に
つ
い
て
の
叙
述
の

比
較
を
示
す
。

増

鏡

天

正

本

ω
頭
亮
藤
房
、
樺
櫻
の
ド
襲

・
蘇
芳

の
浮
織
物

の
衣
、

…
…

蔵
人

ノ
頭
藤
房

ハ
櫻

ノ
下
襲

二

主
黄

ノ
衣

ヲ
被

レ
着
、

㈲
別
當
左
兵
衛
督

資
明
、

は
し
り
下
部

と
か
や

い
ふ
物

八
人
に
、
地

は
み
な
白
か
ね

を
延
べ

た
る
に
や
と
見

ゆ
る
に
、
鶴

の
丸

を
黄
に
み

が
き
た
る
、
好
も

し
う
き
よ
げ
也
。

(日
本

古
典
文
学
大
系
螂
頁
)

(
ー6
)

別
當
資
朝
卿

ハ
走
下
部
八
人

二

金
銀

ヲ
展

テ
錦
繍

ヲ
裁
テ
鶴

ノ

丸

ヲ
黄

二
打

テ
被
レ
着
タ
リ
。

(
0

70
頁

)

見
る
よ
う
に
両
者
の
行
装
は
殆
ん
ど

『
増
鏡
』
に

一
致
す
る
。
こ
の
際
、
『
増
鏡
』

は
供
奉
の
公
卿
を
高
位
の
順
に
配
す
る
が
、
天
正
本
は
藤
房

・
資
朝

・
左
大
将
経

(
7
)

忠
の
順
に
な
ら
べ
る
。
ま
た
引
用
は
省
く
が
天
正
本
は

『
増
鏡
』
に
見
え
る
関
白

房
実

・
右
大
将
実
衡

・
中
納
言
顕
実

・
中
納
言
経
定

・
宰
相
巾
将
公
泰
等
に
つ
い

て
は
装
束
を
記
さ
ず
、
人
名
を
挙
げ
る
に
と
ど
ま
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
藤
房

・

資
朝
は

『
太
平
記
』
の
重
要
な
登
場
人
物
で
、
こ
の
あ
た
り
に

『
増
鏡
』
に
拠
り

つ
つ
も
、
そ
の
素
材
を

『
太
平
記
』
中
に
消
化
し
て
い
る
天
正
本
の
態
度
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
和
文
脈
の

『増
鏡
』
と
の
交
体
の
相
違
の
上
か
ら
も
指

摘
で
き
よ
う
。

き
て
天
正
本
は
ω
～
紛
の
記
事
を
何
故
こ
こ
に
置
い
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
記
事

は
正
中
元
年

(
一
三
二
四
)
の
こ
と
で
、
こ
の
年
九
月
に
は
土
岐

・
多
治
見
が
六

波
羅
に
討
た
れ
た
正
申
の
乱
が
生
起
す
る
.
天
正
本
の
編
年
体
的
意
識
に
基
づ
く

(
8
)

改
訂
は
不
徹
底
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の

一
例
と
な

ろ
う
。
即
ち
、
編
年
体
的
に
配
す
る
な
ら
ば
ω
～
紛
の
記
事
は
巻

一
「土
岐
多
治

見
事
」
の
前
に
位
置
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
怠

っ
た
不
自
然
さ
は
、
例
え
ば
巻

一
末
尾
で
佐
渡
配
流
の
身
と
な

っ
た
は
ず
の
口
野
資
朝
が
、
前
掲
回
に
見
る
よ
う

に
石
清
水
行
幸
の
供
奉
人
と
し
て
顔
を
出
す
こ
と
に
露
呈
す
る
.
年
時
の
明
記
に

よ

っ
て
正
中

の
乱
以
前
の
記
事
と
判
る
も
の
の
、
普
通
に
読
み
進
ん
で
行
く
際
、

日
付
表
記
に
強
く
意
識
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
流
罪
人
。が
供
奉
し
て
い
る
の

か
と
錯
覚
す
る
不
自
然
さ
は
否
め
な
い
。
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し
か
し
編
年
性
に
こ
だ
わ
り
巻

一
の
中
程
に
置
く
な
ら
ば
、
ま
た
別
な
違
和
感

が
生
じ
よ
う
。
巻

一
は
後
醍
醐
の
第

一
次
倒
幕
行
動
と
そ
の
露
顕
の
結
果
と
し
て

の
正
中
の
乱
に
つ
い
て
叙
し
て
お
り
、
そ
こ
へ
さ
し
て
倒
幕
に
係
る
目
的
が
在
る

と
も
思
わ
れ
ぬ
こ
の
華
麗
な
行
幸
記
事
を
挾
む
こ
と
は
、
全
く
異
質

の
要
素
を
持

ち
込
む
こ
と
に
な
る
。

玄
玖
本
等
古
態
本
の
巻
二
が
南
都
北
嶺
行
幸
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
た
め
、
天
正

本
は
同
じ
行
幸
関
係
の
記
事
を
こ
こ
に
集
め
た
の
だ
ろ
う
。
記
録
に
徴
す
る
に
、

石
清
水

・
賀
茂
両
社

へ
の
行
事
は
、
伏
見
天
皇
の
正
応
三
年

(
一
二
九
〇
)
十
二

月
以
来
な
く
、
こ
の
正
中
元
年
の
両
社
行
幸
は
後
醍
醐
即
位
後
は
じ
め
て
の
盛
儀

と
し
て
の
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
天

正
本
は
後
醍
醐
聖
代
の
盛
儀
を

「
由
々
敷
天

下
ノ
壮
観
也
」
と
た
た
え
る
と
共

に
彼
の
意
欲
的
態
度
の
表
出
と
し
て
の
意
味
を

持
た
せ
て
い
る
。
紛
の
後
宇
多
崩
御
記
事
は
歴
史
的
事
実
の
補
訂
で
あ
る
が
、
こ

の
こ
と
が
後
醍
醐
を
し
て
よ
り
積
極
的
に
行
動
せ
し
め
る

一
契
機
と
な

っ
た
で
は

あ
ろ
う
。

3

㈲
の
南
都
行
幸
に
お
い
て
も
天
正
本
は
玄
玖
本
に
比
す
る
に
か
な
り
の
異
文
を

持

つ

(但
し
、
米
沢
本
も
天
正
本
に
近
似
)
。
玄
玖
本
は

元
徳
二
年
二
月
四
日
別
當
万
里
小
路
ノ
中
納
言
藤
房
卿
ヲ
召
テ
、
來
月
八
日
東
大
興
福
両

寺
ノ
行
幸
有
ベ
シ
ト
テ
、
仰
出
サ
レ
ケ
レ
バ
、
即
古
ヲ
尋
例
ヲ
勘
テ
供
奉
ノ
行
粧
路
次
ノ

行
烈
ヲ
定
プ
ル

(0
93
頁
)

と
万
里
小
路
藤
房

へ
の
下
命
と
い
う
形
を
と
る
が
、
天
正
本
は

猿
程
三
兀
徳
二
年
三
月
八
日
東
大
興
福
両
寺
二
行
幸
ア
リ
、
供
奉
公
卿
ニ
ハ
…
…(0
72
頁
)

と
記
録
体
的
に
記
し
、
以
下
供
奉

の
人
名
を
列
挙
す
る
。
米
沢
本
は
藤
房

へ
の
下

命
の
あ
と

「
已
其
日

二
成

シ
カ
バ
公
卿

ニ
ハ
…
…
」
と
接
続
し
以
下
人
名
列
挙
が

あ

り

、

玄
玖

本

と
天

正

本

の
混
合

形

態
的

本

文

を
持

つ
。

更

に
米

沢

本

は
参

考

本

が

「
毛

利
家

本

・
天

正
本

二
云
」

と

し

て
引

く

堂

上
ノ
伶
倫
舞
人
拝
殿

二
列
居

ス
、
清
暑
堂

ノ
神
宴

ヲ
移

シ
、
御
神
楽

ヲ
奏

セ
シ
カ
バ
・-

(
9

)

…

(参
考
本
29
頁
下
)

と
い
う
神
楽
奉
納
の
記
事
を
持

つ
。
天
正
本

・
米
沢
本
の
持
つ
供
奉
の
公
卿

・
殿

上
人
の
列
挙
は
何
か
記
録
に
拠
る
も
の
か
。
公
卿
十
三
人
の
官
職

は

『
公

卿

補

任
』
元
徳
二
年
の
条
で
す

べ
て
確
認
で
き
、
史
実
と
の
齪
齢
は
な
い
。

㈲
の
比
叡
山
行
幸
に
つ
い
て
。
天
正
本
の
異
文
は
毛
利
家
本
に

一
致
し
、
米
沢

本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
玄
玖
本
と
の
大
き
な
相
違
は
大
講
堂
供
養
に
供
奉
し
た

人
名
を
列
挙
す
る
こ
と
、
太
鼓
役
の
津
守
国
夏
が
刻
限
に
遅
れ
た
た
め
沓
を
脱
い

で
投
打
に
し
て
拍
子
を
と
り
、
そ
の
帰
り
宿
坊
の
柱
に

「
山
ノ
ハ
ノ
梢
ヲ
ミ
コ
ス

…
…
」
と
い
う
和
歌
を
書
き
つ
け
た
と
い
う
記
事
を
持

つ
こ
と
の
二
点
で
あ
る
.

(
10
)

供
奉
の
人
名
は

『
元
徳
二
年
三
月
日
吉
社
並
叡
山
行
幸
記
』
に
比
す
る
に
数
名
を

(
11
)

確
認
で
き
る
も
の
の
、

『行
幸
記
』
と
天
正
本
と
の
直
接
関
係
は
想
定
し
難
い
。

ま
た
国
夏
が
太
鼓
の
役
を
勤
め
た
こ
と
も

『行
幸
記
」
で
確
か
め
得
る
が
、
右
に

見
た
よ
う
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
な
い
。
あ
る
い
は
天
正
本
編
者
の
創
作
や
も
し
れ
ぬ

が
、
話
柄
自
体
が
読
者

の
興
味
を
誘
い
そ
う
な
こ
う
し
た
異
常
な
行
動
を
捉
え
て

書
き
と
め
る
の
は
天
正
本
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。

4

㈲
は
㈲
と
同
じ
日
付
を
持

つ
。
し
か
し
法
勝
寺
大
乗
会

へ
の
行
幸
が
こ
の
時
あ

(
12
)

っ
た
と
い
う
形
跡
は
な
い
。

『
続
史
愚
抄
』
元
徳

二
年
三
月
廿
九
日
の
条
に
引
く

(
13

)

『良
季
記
』

・
『
園
太
暦
』
康
永
四
年
七
月
十
九
日
追
記
に
よ
れ
ば
後
醍
醐
の
還

(
14
)

御
は
三
月

二
十
九
日
の
よ
う
で
、

『行
幸
記
』
に
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
記
述
が
あ

る
。
記
録
に
よ
れ
ば
後
醍
醐
の
法
勝
寺
大
乗
会

へ
の
行
幸
は
前
年
の
元
徳
元
年
十

月

二
十
六
日
、
前
々
年
の
嘉
暦
三
年
十
月

二
十
七
日
、
更
に
嘉
暦
二
年
十
月
二
十
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六
日
に
み
え
る
。
㈲
の
後
に
天
正
本
も
玄
玖
本
等
と
同
じ
く
南
都
北

嶺

行

幸

が

「
東
夷
ヲ
征
伐
セ
ラ
レ
ン
其
為
ノ
御
謀
」
と
い
う
軍
略
上
の
目
的
に
基
づ
く
も
の

で
あ

っ
た
と
記
す
が
、
法
勝
寺
行
幸

に
つ
い
て
は
そ
の
意
図
の
説
明
は
な
く
、
い

さ
さ
か
唐
突
に
こ
こ
に
在
る
こ
と
は
後
の
増
補
と
看
倣
さ
ざ
る
を

得

な

い
。

恐

ら
く
は
行
幸
関
係
記
事
集
成
の
意
図

で
年
時
を
変
え
て
こ
こ
に
配
し
た
も
の
だ
ろ

・り
。と
、
こ
う
考
え
て
も
、
単
に
同
類
記
事
集
成
と
い
う
た
め
だ
け
で
、
僅
か
二
行

余

の
法
勝
寺
行
幸
記
事
を
、
し
か
も
史
実
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
るへ

天
正
本
が
、
年
時
を
偽

っ
て
ま
で
記
す
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。
神
田
本
に
四

、

(
15

)

月
二
十
七
日
法
勝
寺
行
幸
と
あ
る
の
を
原
態
と
考
え
る
荒
木
良
雄
氏
の
論
は
、
神

田
本
の
当
該
部
分
は
天
正
本
系
本
文
か
ら
の
切
継
補
入
で
あ
る
と
認
定
し
た
長
谷

(
16

)

川
端
氏
の
所
論
の
前
に
破
綻
し
た
が
、
し
か
し
こ
の
行
幸
記
事
の
持

つ
意
味
を
法

勝
寺
の
恵
珍
上
人
に
連
接
さ
せ
る
荒
木
氏
の
考
え
は
現
在
も
有
効
か
も
し
れ
な
い
、

と
だ
け
は
述
べ
て
お
こ
う
。

5

天
正
本
は
更
に
次
の
章
段

「東
使

上
洛
円
観
文
観
等
召
捕
事
」
の
は
じ
め
に
ω

北
条
高
時
出
家
の
記
事
を
持

つ
。
高
時
出
家
を
「
正
中
三
年
三
月
上
旬
」
と
す
る
年

時
は
史
実
に
符
合
す
る
。
年
代
的
に
は
南
都
北
嶺
行
幸
か
ら
四
年
湖
る
記
事
ー

編
年
順
な
ら
ば
紛
と
㈲
の
問
に
入
る
ー

で
あ
る
が
、
高
時
お
よ
び
舎
弟
泰
家
に

倣

っ
て
出

家

人

が

続

出

し

た
様

を

、

依
レ
之
両
家

ノ
々
僕
被
官
人
悉

ク
出
家

セ
シ
カ
バ
、

十

五
己
上

ノ
若

入
道
鎌

倉
中

二
充
満

シ
テ
浅
増

カ
リ

シ
事
共
也
、
角

テ

ハ
天
下

モ
如
何

ガ

ハ
ト
人
皆
是

ヲ
表
示

二
申
合

ヘ
リ

シ

ニ
、
〔
事

ノ
易
レ
漏
招
レ
禍

ヲ
媒

チ
ナ
レ
バ
、
大
塔
宮

ノ
御
行
跡
禁
裏

二
調
伏

ノ
法
被
レ
行
事

共

一
々

二
関
東

へ
聞

テ
ケ
レ
バ
〕
、
相
模
入
道
大

二
葱

テ

(0
88
頁
)

と

傍

線

部

に

み

る

よ

う

に

批

判
的

に

捉

え

、
世

の

乱

れ

の
布

石

と

す

る

。

巻

二
は

こ
の
後
、
後
醍
醐
の
謀
反
計
画
露
顕
、
円
観

・
文
観
ら
の
逮
捕
と
続
き
、
南
都
北

嶺
行
幸
の
深
意
↓

大
塔
宮
の
行
動
↓

高
時
出
家
↓

陰
謀
露
顕
と
い
う
文
脈

の
理
解
に
無
理
は
な
い
。
天
正
本
の
高
時
出
家
記
事
は
史
実

の
補
訂
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
構
想
上
の
意
味
は
傍
線
部
に
あ
ろ
う
。
右
の
文
脈
理
解
が
正
し
い
な
ら

ば
、
高
時
出
家
は
南
都
北
嶺
行
幸
に
つ
づ
く

一
連

の
事
件
と
し
て
の
位
置
を
持
ち
、

「
正
中
三
年
」
と
い
う
年
号
に
さ
し
て
重
み
は
な
い
。

換
言
す
れ
ば

「
正
中
三
年
」
と
い
う
年
時
は
た
ま
た
ま
史
実
が
そ
う
で
あ

っ
た

か
ら
記
し
た
ま
で
で
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
構
想
上
重
き
を
な
す
の
は
高
時
出
家

に
と
も
な
う
追
従
者
の
続
出
に
よ
っ
て
鎌
倉
中
に
不
穏
な
空
気
が
満
ち
た
と
い
う

点

に
あ
る
。
Gり
の
高
時
出
家
記
事
は
、
あ
く
ま
で
ω
～
㈲
の
事
象
と
極
め
て
近
接

す
る
時
点
で
生
起
し
た
事
件
の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
を
示
す
。
年
時
表
記
が
史
実
に

合
致
す
る
か
ら
と
言

っ
て
、
そ
の
事
象

・
事
件
の
持

つ
意
味
ま
で
も
が
史
実
に
忠

実
な
も
の
と
は
限
ら
な
い
。

な
お
毛
利
家
本
は
前
掲
の
傍
線
部
で

「南
都
北
嶺
行
幸
事
」
の
章
段
を
し
め
く

く
り
、

「
東
使
上
洛
圓
観
文
観
等
召
捕
事
」

は
点
線
部
か
ら
始
ま
る
。

そ

し

て

〔

〕
の
中
を
玄
玖
本
等
と
同
じ
く
、
天
台
座
主
と
し
て
は
異
例
の
武
芸
に
秀
で

た
大
塔
宮
の
様
を
記
し
た
直
後
に
置
く
。

し
か
し

〔

〕
の
詞
章
は

玄
玖
本
等

他
本
の
よ
う
に

「相
模
入
道
大

二
葱
テ
…
…
」

(点
線
部
)
と
直
結
し
て
こ
そ
有

(
17
)

効
な
の
で
あ
り
、
毛
利
家
本
の
不
手
際
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

6

長
々
と
巻
二
冒
頭
に
係

っ
て
来
た
も
の
の
、
天
正
本
が

こ
れ
ら
異
文
を
い
か
な

る
意
図
を
も

っ
て
配
し
た
の
か
、
明
解
な
結
論
に
至
り
そ
う
も
な
い
。
が
、
ご
く

大
ま
か
に
、

①
古
態
本
に
漏
れ
た
歴
史
的
事
実
の
補
充
。

②
同
類
記
事
の
集
成
。
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③
構
想
上
の
意
義
を
持
た
せ
る
た
め
。

の
三
点

に
ま
と
め
得
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
面
に
お
い
て
も
そ
れ
が

徹
底
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
不
十
分
な
も
の
に
終
わ

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
天
正

本

の
異
文
が
①
の
理
由
に
よ
る
と
し
て
も
、
例
え
ば
㈲
法
勝
寺
行
幸
に
は
年
時

の

虚
構
が
あ
る
し
、
何
よ
り
も
三
年
連
続
の
同
寺

へ
の
行
幸
を
記
さ
な
い
。
天
皇

の

寺
社
行
幸
記
事
は
②
の
性
格
を
持

つ
も
の
の
、
そ
の
構
想
上
の
意
味
す
る
所
に

つ

い
て
は
十
分
に
読
み
取
れ
な
い
。

玄
玖
本
な
ど
古
態
本
が
本
来
持

っ
た
構
想
ー

南
都
北
嶺
行
幸
を
元
弘
の
乱
の

発
端
に
結
び

つ
け
る
ー

と
の
合
致
に
努
力
し
て
は
い
る
が
、
天
正
本
の
改
訂
は

ム
ニ

歩
不
十
分
で
あ

っ
た
。
既
に
在
る
本
文
の
規
制
力
か
ら
脱
す
る
た
め
に
は
、

巻
頭
は
確
か
に
増
補
し
易
い
。
し
か
し
そ
の
安
易
さ
が
、
却

っ
て
多
く
の
記
事
を

取
り
込
み
過
ぎ
る
結
果
を
生
み
、

い
さ
さ
か
ま
と
ま
り
の
悪
さ
を
招

い
た
の
だ
ろ

う
か
。

三
、
巻
五
冒
頭
に
つ
い
て

1

天
正
本
の
巻
五
冒
頭
は

「
光
厳
院
御
即
位
事
」
に
続
い
て

「
正
慶
大
嘗
会
事
」

(但
し
、
こ
の
章
段
名
は
目
録
に
見
え
る
も
の
の
、
本
文
中
に
は
章
立
て
し
な
い
)

(
18

)

な

る

記

事

を

持

つ
。

天

正

本

で
約

十

一
丁

半

の
膨

大

な

量

を
占

め

る
。

以

下

、

梗

概

を

略

記

す

る

。

※

ω
元
弘

二

(
=
二
三

二
)

年
三
月

二
十

六
日
、
光

厳
天
皇
即
位
。

②
同

四
月
十

二
日
、
賀

茂
祭

。
両
院
同
車
に
て
行

幸
。

㈲
大
乗
院
僧
正
覚
尊
、
祖
父
藤
原
忠
教
を
祭
見
物
に
誘
う
も
断
ら
れ
る
。

ω
同
二
十

七
日
、
徳
政

の
沙
汰

あ
り
。

㈲
同
二
十

八
日
、
正
慶
と
改

元
。
改
元
評
定

の
様
。

㈲
同
十
月

に
御
襖

・
大
嘗
会
を
予
定

。
大
臣
以
下
の
昇
進
あ
り
。

ω
三
条
坊
門
大
納
言
通
顕
、
十
月

二
十

二
日
に
内
官
着
任

の
拝
賀

あ
り
。

※

⑧
同
二
十

五
日
、
御
襖
。

紛
十

一
月
十

一
日
か
ら
五
節
始

ま
る
。

※

㈹
同
十
三
日
、
大
嘗
会
。

ω
両
度
浴

殿
の
儀

に
違
乱
あ
り

。

㎝
戦
乱

の
た
め
主
基
方
の
神

殿
に
黒
木

を
使
用
で
き
ず
。

㈹
清
暑
堂

の
御
神
楽
に
琵
琶
を
担
当
す

る
前
右
府
藤
原
兼
季
、
関
東
の
承
認

を
待

た
ず

に

太
政
大
臣

に
任
ず

。

⑭
神
宴

の
際
、
宮
司

の
南
庭
に
て
殺
害
あ
り
。

09
左
大
臣
辞
職

に
伴
な

い
後

任
希
望
者
多
し
。

㈲
所
労
中

の
藤
原
忠
教
、
孫

の
右
大
将
道
教
を
左
大
臣
に
推

し
、
上
表
文

を
奉

る
。

⑰
任
大
臣

の
可
否
を
関
東

へ
問
い
合
わ
す
う
ち
に
忠
教
重
態
と
な
る
。

08
十

二
月

六
日
、
忠
教
亮
ず

。
葬
礼
あ
り
。

㈹
孫

の
道

教
、
著
服
を
許
さ
れ
ず

。

⑳
摂
鑛
の
貴
種
が
祖
父

の
喪
に
遭

っ
た
際
の
著
服

の
儀
の
先
例
。
今
回

の
処
置
に
対
す
る

有
職
の
人
々
の
非
難
。

※

⑳
同
年
六
月
、
梶
井

二
品
親
王
、
天

台
座

主
に
任
ず

。

※

⑳
御
室

二
品
親

王
法
守
、
仁
和
寺
門
跡
に
転
ず
。

玄

玖
本

は

以

上

の

う

ち

※

を
付

し

た

ω

・
圖

・
⑳

・
⑳

・
㈲

に

つ
い

て
、

即

ち

光

厳
天

皇

即
位

と

そ

れ

に
伴

な

う
御

襖

・
大

嘗

会

、
更

に

は
持

明

院

統

皇

族

の
天

台

座

主

へ
の
着
任

な

ど

を
約

二
七

〇

字

で

簡

記
す

る
。

一
方

、

天

正

本

は
賀

茂

祭

・
改

元

・
大

嘗

会

な

ど

を
多

量

の

エ
ピ

ソ
ー

ド

を

挾

み

つ

つ
詳

述

す

る
。

ま

た
注

目

し

た

い

の
は

藤
原

氏

の

九
条

家

に
係

る

記
事

で

、

㈹

・
㈲
～

⑳

の
多

き

を
数

え

る

。

2

ま
ず
紛
に
つ
い
て
、
賀
茂
祭
の
際
、
大
乗
院
僧
正
覚
尊
が
桟
敷
を
構
え
て
祖
父
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忠

教

を
祭

見
物

に

誘

っ
た

と

こ
ろ

、
忠

教

は

こ
う

答

え

た

。

兵
革
已

二
静
諸

ス
ト
云

ド
モ
世
上
未
二
落
居
一
.、

其

ノ
上
先
帝
遠
國
御
遷
居

ノ
事
、

重

事
是
也
、
縦
御
身

二
限
ズ

ト
云
ド

モ
、
王
土

二
孕

レ
國
恩
受

ル
身
、
孚

力
礼

ヲ
忘

レ
義

ヲ
可
レ
不
レ
存
、

一
朝
改

ル
事
、
偏

二
是
國
家
衰
微
、
本
所
滅
亡
之
濫
膓
ト

コ
ソ
存

ス
レ
、

彼

二
付
ケ
是

二
付

ケ
、
愁
歎
無
レ
極
、
於
レ
弦
悲
涙
未
レ
乾
、
如
レ
此

ノ
見
物
、
今
程

ノ
愚

老
ガ
所
存

二
於
テ
不
レ
思
依
、

御
辺
ゴ
ト
キ
法
師

ナ
ド

コ
ソ
、

不
義

モ
中

々
沙
汰

ノ
外

ナ
レ
バ

(影
印
本
O
謝
頁
相
当
)

コ

朝

改

ル
事

、

偏

二
是

國

家

衰

微

、

本

所

滅

亡

之

濫

膓

」

で

あ

る

と

認

識

す

る

忠

教

は

、

「
世

上

未

二
落

居

己

、

し

か

も

後

醍

醐

天

皇

配

流

と

い
う

黒
ハ常

事

態

を

も

省

み

ず

、
賀

茂

の
祭

礼

に
う

つ

つ
を
抜

か

す

世

相

を

強

く

批

判

す

る

。

こ

の
批

判

の
矢

面

は

、

と

り

も

直

さ
ず

、

異
常

時

に

も

か

か

わ

ら

ず

祭

礼

を

挙

行

し

た

当

事

者

た

る
持

明

院
統

の

光
厳

王

朝
体

制

に

も
向

く

。

こ
う

し

た
時

勢

批

判

は
天

正
本

の

所

々

に

見

え

る

。

㈲

の

正
慶

改

元

評

定

の

後

を

引

く

。

居
一一界
.平
之
世

一、
不
レ
知
レ
有
ご
災
乱
之
禍

一
、
庭
二
序
摩

ノ
下

一、
不
レ
知
レ
有
一一政
行
之
怠

一、

ト
云

エ
バ
、
此
彼

二
軍

ハ
有
ド

モ
、
朝

廷
サ

マ
デ
ノ
サ

ハ
ギ

モ
ナ

シ
、
同

キ
十
月

二
御

襖
大
嘗
會
可
レ有

ト
テ
、
天
下

ヒ
シ
メ
キ
合

リ
、

随

テ
大
臣
己
下

納
言
宰
相

ミ
ナ
昇
進

ア
テ
、
花

ヤ
カ
ナ
ル
世
間

ナ
リ

(
影
印
本

O
説
頁
相
当
)

四
月

の

正
慶

改

元

か

ら

十
月

の
御

硬

ま

で

の

間

、

世
情

が

ど

う

で

あ

っ
た

か

と

β

え
ば

、

五
月

に

は
平

宰

相

成

輔

の
処

刑

、

花

山

院

師
賢

・
万

里
小

路

藤
房

・
季

房

兄
弟

の
配

流

(
巻

四
)

、

六
月

に

は

日

野

俊

基

・
資

朝

(
巻

二
)

、
更

に

源
具

行

の
処

刑

(
巻

四

)
が

行

な

わ

れ

た

。

一
方

、
大

塔

宮

は
令

旨

を
熊

野

へ
伝

え

た

り

、

(
19
)

ま
た
彼
の
京
潜
伏
の
風
聞
も
生
じ
た

(『花
園
院
哀
記
」)
。ま
さ
に

「此
彼

二
軍

ハ

有
」
と
い
う
状
態
で
、
来
た
る
べ
き
戦
乱
の
兆
し
が
ほ
の
見
え
て
い
た
。
そ
う
し

た
現
状
に
目
が
向
か
な
い
光
厳
王
朝
体
制
の
不
備
を
、
天
正
本
は

「
朝
延
サ
マ
デ

ノ
サ
ハ
ギ

モ
ナ
シ
」
と
決
め
つ
け

る
。
と
す
る
と
点
線
部
の

「天
下
ヒ
シ
メ
キ
合

リ
」

・
「花
ヤ
カ
ナ
ル
世
間
ナ
リ
」
な
ど
も
文
辞
の
上
で
は
言
祝
ぐ
も
の
の
、
そ

の
実
極
め
て
皮
肉
の
こ
も

っ
た
批
判
精
神
の
表
出
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
気

が
し
て
来
る
。
こ
う
解
す
る
所
以
は
働
の
大
嘗
会
の
記
事
に

同
十
三
日
大

嘗
會
行

ル
、
此

一ゴ
ニ
年
ガ
間
官
兵

已

二
上
下

シ
、
民
家
農
業

ヲ
忘
タ
リ
、

去

ル
程

二
今
此
大
儀
如
何
ト
歎
合

シ
カ
ド

モ
、
サ
テ
有

ベ
キ

ニ
非

ズ
ト
テ
、
取
行

レ
ケ

ル
ト
カ
ヤ

(影
印
本
O

謝
頁
相
当
)

と

み

え

、
大

嘗

会

挙

行

を
決

し

て
積

極

的

に
は

認

め

な

い
姿
勢

が
窺

え

る
か

ら

だ

。

戦

乱
打

ち
続

き
人

民
困

窮

の
折

、

盛

儀

を

催

す

の

は

い
か
が

か

、

と

い

う

こ

の
発

(
20

)

想
は

『
太
平
記
」
に
は
少
な
く
な
い
。

3

そ

の
大

嘗

会

の
儀

式

に
際

し

て
は

様

々
な

違

乱

が

生

じ

た

と

い
う
。

㈲
其

ノ
還
御

ノ
後
反
御
行
水

ア
リ
、

両
度
浴
殿

ノ
儀
、

二
具

ノ
御
湯
帷

ヲ
侍
中

二
被
レ
下

例
也
、
而

ヲ

一
具

ヲ
以

テ
勤
仕

ス
、

貞
観
以
来

ノ
例
、

更

二
先
縦

ヲ
不
レ
聞
ト
ソ
申

シ

・
、
不
思
議
事

ト
ソ
申

シ
ヌ

(影
印

本
O
鵬
頁
相
当
)

㈲
是

ヲ
先
例

ト
シ
テ
、
代
々

ノ
大
嘗
會

二
黒
木

ヲ
以

テ
被

レ
造
レ
之

(悠
紀
主

基

の

神

殿

-

引
用
者

注
)
、
此

ノ
材
木

ヲ
バ
和
東
山

ニ
テ
取

ル
事

ナ
ル
ヲ
、
近
比
動
乱

二
依
テ

彼
山

ノ
往
来
不
レ
軟

二
依
テ
、
主
基
万

ノ
神
殿

ハ
如
レ
形
黒
木
也
、
悠
紀
方

ハ
期
日
近
々

ノ
間
閾
如

二
依

テ
、
堀
川

ノ
材
木

ニ
テ
ゾ
造

ケ
ル
、
凡
大
儀
之
経
営
、
下
行
之
實
無

二

依

テ
、
不
佳
之
事
多
リ

シ
カ
バ
、
節
會

ハ
聖
代
之
洪
化

ナ

レ
バ
、
何

ニ
モ
目
出
ク
サ
タ

有

ベ
キ

ニ
、
浅
猿
事
哉
ト
人
皆
申
合
也

(影
印
本
O
覇
、貞
相
当
)

㈲
此
神
宴

二
又
珍
事
有
リ
、
宮
司

ノ
南
庭

ニ
シ
テ
御
輿
預
リ
ガ
嫡
子
被
二
殺
害

一
ヶ
リ
、
懸

嚴
重
ノ
節
會
神
事
ニ
ハ
、
浅
猿
カ
リ
シ
事
ド
モ
也

(影
印
本
O
鰯
頁
相
当
)

傍
線
部
に
み
る
よ
う
に
節
会
の
不
祥
事
を

「不
思
議
事
」

・
「
浅
猿
事
」
と
難
ず

る
姿
勢
が
目
立

つ
。
大
嘗
会
は

一
世

一
代
の
慶
賀
す

べ
き
重
大
な
儀
式
で
、
そ
の

際
違
乱
が
打
続
い
た
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
新
天
皇
の
前
途
を
も
危
ぶ
む
こ
と
に
な

る
。
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以
上
み
て
来
た
時
勢
批
判

・
大
嘗
会
で
の
不
祥
事
な
ど
は
、
結
局
の
所
、
光
厳

王
朝
体
制
の
前
途
の
甥
り
を
予
告
す

る
も
の
と
言
え
る
。
玄
玖
本
に
は
こ
う
し
た

叙
述
は
全
く
な
い
。4

天
正
本
の
記
述
で
ムニ

つ
目
に

つ
く
の
は
、
当
時
の
持
明
院
統
の
朝
廷
が
関
東

(北
条
氏
)
の
思
わ
く
を
非
常
に
気
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
㈲

・

㈲
は
そ
れ
を
示
す
。
⑰
の

一
節
を
引
け
ば

(忠
教
が
孫
の
道
教
の
昇
進
を
願

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
)
而
ド
モ
是
又
天
子
御
自
専
之

聖
化
二
難
レ反
ト
テ
、
関
東
へ
仰
合
プ
ル
、
其
ノ
返
事
叉
遅
々
ノ
間
、
禅
閤
老
病
事
急

也
、

(影
印
本
O
謝
頁
相
当
)

と
あ
り
、
光
厳
体
制
が
北
条
氏
の
偲

偏
に
過
ぎ
な
か

っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
そ
し

て
㈲
の
兼
季
の
太
政
大
臣

へ
の
無
承
認
着
任
の
件
で
関
東
は

立
腹
し
、

た

め

に

「
近
日
押

ヘ
テ
ハ
何
事

モ
御
計

二
及
ガ
タ
シ
」
と
い
う
状
態
で
あ

っ
た
。
ま
た
⑳

・
㈲
の
人
事
に
つ
い
て
も
玄
玖
本
は

是
ハ
後
伏
見
院
ノ
御
子
、
今
上
皇
帝
ノ
御
連
枝
ナ
リ

(O
㎜
頁
)

と
あ
る
の
み
だ
が
、
天
正
本
は
こ
の
後
に

何
モ
関
東
ノ
計
ト
シ
テ
、
如
レ此
ノ
申
サ
タ
シ
ケ
ル
ト
カ
ヤ

(影
印
本
O
罰
頁
相
当
)

と
続
け
、
そ
の
事
情
を
説
明
す
る
。

こ
う
し
て
天
正
本
は
持
明
院
体
制
の
背
後
に

北
条
氏
の
力
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
こ
と
を
顕
に
す
る
。

5

こ
こ
で
玄
玖
本
な
ど
他
本
の
巻
五
の
構
想
に
触
れ
る
。
天
正
本
の
類
以
外
の
諸

本
は
記
事
の
有
無
に
係
る
異
同
は
殆
ん
ど
無
い
。

ま
ず
光
厳
即
位
と
そ
れ
に
伴
な
う
持
明
院
統
の
栄
華
を
述

べ
た
後
、
後
醍
醐
の

旧
臣
万
里
小
路
宣
房
が
持
明
院
殿

へ
の
出
仕
を
要
請
さ
れ
、

一
旦
は
固
辞
し
た
も

の
の
、
日
野
資
明
の
説
得
に
負
け

つ
い
に
光
厳
王
朝
に
出
仕
し
た
話
を
置
き
、
変

転
極
ま
り
な
い
乱
世
に
生
き
る
公
卿
の
処
世
を
描
く
。
続
く
ω

「中
堂
常
灯
消
之

事
」

・
回

「相
模
入
道
田
楽
興
盛
之
事
」

・
の

「
相
州
好
犬
之
事
」

・
目

「
北
条

四
郎
時
政
参
籠
弁
才
天
之
事
」
の
四
章
段
は
、
い
ず
れ
も
北
条

一
門
滅
亡
の
前
兆

と
し
て
の
意
味
を
担
う
。
特
に
ω
の
、
後
醍
醐
が
挑
げ
た
叡
山
根
本
中
堂
の
新
常

燈
に
山
鳩
が
飛
来
し
燈
明
を
消
し
・
そ
の
山
鳩
を
禦

食

い
殺
し
た
と
い
う
麹

・

未
来
記
的
性
格
が
濃
い
。
新
潮
古
典
集
成
が

「
高
時
を
山
鳩
に
、
足
利
尊
氏
を
髄

(
22
)

に
な
ぞ
ら
え
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
後
醍
醐
を
都

か
ら
追
放
し
た
の
は
高
時
、
そ
の
高
時
を
滅
ぼ
し
た
の
は
尊
氏
と
い
う
現
実
と
重

ね
合
わ
せ
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
回

・
の
は
北
条
高
時
が
田
楽

・
闘
犬

に
溺
れ
る
様
を
描
き
、
彼
の
個
人
的
資
質
の
劣
悪
さ
を
伝
え
る
と
共
に
、
儒
者
刑

部
少
輔
仲
範
を
し
て
天
王
寺
辺
よ
り
の
動
乱
発
生
を
占
せ
し
め
る
。
そ
し
て
目
で

は
か
つ
て
北
条
時
政
が
江
の
島
弁
才
天
か
ら
北
条
氏
七
代
の
栄
華
を
約
さ
れ
た
と

し
、
九
代
に
当
た
る
高
時
に
は

「
亡
ベ
キ
時
分
到
来
シ
テ
」
既
に
冥
助
が
尽
き
た

こ
と
を
記
す
。
こ
う
し
た
北
条
氏
滅
亡
の
遠
く
な
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
類
話
を
積

み
重
ね
た
上
で
、
後
醍
醐
方
の
残
存
勢
力
た
る
大
塔
宮
の
熊
野

・
吉
野
潜
行
を
叙

し
、
巻
六
の
楠
正
成
の
天
王
寺

・
赤
坂
合
戦
へ
と
連
接
す
る
。

玄
玖
本
は
巻
頭
に
持
明
院
統
の
栄
華
を
記
し
、
現
実
は
と
も
か
く
も
、

何
シ
カ
當
今
奉
公
ノ
人
々
ハ
、
皆

一時

二
望
ヲ
達
シ
テ
門
前
市
ヲ
成
シ
、
堂
上
花
ノ
如

シ

(e
㎜
頁
)

と
慶
賀
の
記
事
で
は
じ
め
、
第
三
章
段
か
ら
世
の
乱
れ
を
予
告
す
る
記
事
を
重
ね

る
。
し
か
し
そ
の
対
象
は
専
ら
高
時
を
中
心
と
す
る
北
条

一
門
で
、
持
明
院
統
に

つ
い
て
は
触
れ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
天
正
本
は
、
見
た
よ
う
に
巻
頭
か
ら
、
し
か
も
光
厳
王
朝
体
制
そ

の
も
の
を

一
種
の
政
道
批
判
の
対
象
と
し
て
組
上
に
上
す
。
そ
し
て
光
厳
体
制
を

北
条
氏
の
偲
偏
と
看
倣
し
、
そ
の
前
途
の
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
を
予
告
す
る
。
換
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言
す
れ
ば
天
正
本
は
玄
玖
本
が
描
か
な
か

っ
た
持
明
院
統
の
朝
廷
裏
面
史
の
暴
露

的
性
格
を
持

つ
。

6

就

レ中
承
元
之
例

二
准
ゼ

バ

(中
略
)
労
御

着
服
之
事
、

ノ
人

々

ハ
面

々

ニ
カ
タ

ム
キ
申

サ
レ
ケ

ル
ト
カ
ヤ

と

当

局

の
措

置

を

非

難

す

る
。

い
ず

れ

も

九
条

忠

教

あ

る

い
は

そ

の
身

辺

に
対

し

て

好

意

的

な

目

を

注

ぐ

も

の
と

言

え

よ

う
。

其
理

二
当

ベ
キ
カ
ト
、

有
職

(影
印
本
O
祖
頁
相
当
)

さ
て
、
以
上
の
天
正
本
の
膨
大
な
異
交
が
天
正
本
編
者
の
手
に
成
る
と
は
と
う

て
い
考
え
難
く
、
何
ら
か
の
依
拠
資
料

が
あ

っ
た
も
の
と
推
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。

の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば

㈲
同
廿
五
日
御
襖
ア
リ
、
朝
ノ
程
ハ
雨
ナ
リ
シ
ガ
及
レ晩
晴
天
也
(影
印
本
の
説
頁
相
当
)

ω
丑
刻
計
リ
ニ
宮
司
ノ
行
幸
ア
リ
、
先
行
ノ
大
臣
内
官
是
ヲ
勤
プ
ル
、
先
ヅ
浴
殿
ノ
儀
ア

リ
、
侍
中
師
明
是
ヲ
参
勤
ス

(影
印
本
O
謝
頁
相
当
)

な
ど
に
見
る
文
体
は
公
卿
の
漢
文
日
記
そ
の
ま
ま
で
あ
る
.
特
に
圖
の
例
は
天
候

を
記
し
た
の
み
で
、
日
次
記
を
読
み
下
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
天
候
を
詳
述

す
る
必
然
性
は
な
く
、

『
太
平
記
』

の
記
述
と
し
て
は
違
和
感
を
覚
え
る
が
、
そ

れ
は
と
も
か
く
、
漢
文
日
記
か
或
い
は
そ
れ
に
近
い
記
録
類
を
依
拠
資
料
の

一
つ

と
想
定
す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
無
理
な

こ
と
で
は
な
い
。

更
に
紛

・
⑯
～
⑳
は
い
ず
れ
も
藤
原
北
家
流

・
五
摂
家

の

一
つ
で
あ
る
九
条
家

の
忠
教
に
関
す
る
記
事
で
、
樹
で
は
忠
教
が
孫
覚
尊
の
浮
薄
な
言
動
を
叱
責
し
た

こ
と
を
記
し
、
㈹
で
は
忠
教
が
孫
道
教

を
左
大
臣
に
推
す
た
め
に
奉
じ
た
上
表
文

を
取
り
込
み
、
そ
う
し
た
、行
為
あ
る
い
は
上
表
文
の
内
容
に
対
し
て

「誠

二
哀

レ

ナ
リ
シ
事
也
」
と
同
情
を
寄
せ
る
。
ま

た
⑯
の
忠
教
の
死
に
つ
い
て
は

御
齢
之
程
ハ
惜
カ
ル
ベ
キ
ニ
有
ネ
ド
モ
、
加
様
二
成
セ
給
ヌ
ル
事
ヨ
ト
テ
世
ニ
ハ
惜
ゾ

申
ケ
ル

(影
印
本
O
鵬
頁
相
当
)

と
哀
惜
し
、
そ
の
喪
に
際
し
孫
の
道
教

に
著
服
の
許
し
が
な
か

っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
⑳
で
は
様
々
な
先
例
を
検
討
し
た
上
、

7

こ
こ
で
少
し
く
九
条
忠
教
の
周
辺
に
つ
い
て
み
る
。
略
系
図
を
示
す
。

兼
実
-
(四
代
略
)!
忠
教
ー

師
教

「
鍛

「
翻
(『尊
卑
分
豚
』
第
一
篇
90
頁
)

こ
の
う
ち
道
教

・
孝
覚
は

『
分
豚
』
の
注
記
に
よ
れ
ば

「実
者
師
教
公
子
」
だ

っ

た
ら
し
い
。
そ
し
て
道
教
の
母
は

「兵
部
卿
守
良
親
王
女
」
、
守
良
親
王
は
亀
山

院
の
皇
子
、
後
宇
多
院
の
弟
で
五
辻
宮
と
称
し
た
人
物
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
五
辻
宮
と
覚
し
き
人
物
は

『
太
平
記
』
巻
九

「番

馬

自

害

之

事
」
に
姿
を
見
せ
る
。
京
を
追
わ
れ
た
六
波
羅
軍
が
関
東
目
指
し
て
落
ち
行
く
の

を
、
山
賊

・
溢
者
た
ち
が
近
江
路
で
待
ち
受
け
る
。
そ
の
時
、
彼
ら
が
大
将
と
仰

い
だ
の
が
五
辻
宮
で
あ

っ
た
。

先
帝
第
五
宮
ノ
御
遁
世
ノ
躰
ニ
テ
伊
吹
ノ
麓
二
忍
テ
御
瞳
有
ケ
ル
ヲ
大
将
二
執
立
奉
テ

錦
ノ
御
旗
ヲ
差
上
テ
、

(玄
玖
本
⇔
57
頁
)

(
23
)

古

典

大

系

な

ど

が

注

す

る

よ

う

に
、

傍

線

部

は
神

田

本

の
傍

記

・
金

勝

院
本

・
京

大

本

のい

つ
じ
の
ひ
や
う
ぶ
き
や
う

し
ん
王
の
み
や
を
と
り

た
て
ま

つ
り

、
せ
ん
て

い
の
五
の

(
24

)

み
や
と
か
う
し
て

(
京
大
本
)

(
25

)

が
正
し
い
。
即
ち
道
教
の
母
方
の
祖
父
守
良
親
王
は
光
厳
天
皇
の

一
行
に
弓
を
向

け
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
も
あ
れ
、
道
教
の
母
は
大
覚
寺
統
に
つ
な
が
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る
女
性
で
あ
り
、
彼
の
左
大
臣
昇
進

に
関
東
の
承
認
が
必
要
だ

っ
た
り
、
祖
父
の

喪
に
著
服
の
許
し
が
な
か

っ
た
り
し
た
そ
の
理
由
を
、
彼
の
出
自
に
結
び
つ
け
て

(
26

)

考
え
て
み
る
の
は
想
像
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
師
教
男
覚
尊
は
興
福
寺
別
当
な
ど
を
歴
任
し
、
暦
応
元
年

(
=
二
一二
八
)

正
月
十

一
日
、
南
都
歓
喜
院
に
て
高
師
冬

・
師
泰
ら
に
捕
え
ら
れ
、
十
九
日
、
淡

路
に
配
流
、
翌
二
年
五
月
十
五
日
、
配
所
に
て
円
寂
。
武
家
に
捕
わ
れ
た
事
情
は

(
27

)

さ
だ
か
で
な
い
も
の
の
、
足
利
氏
に
と

っ
て
不
都
合
な
人
物
で
あ

っ
た
故
だ
ろ
う
。

覚
尊
に
つ
い
て
は
正
慶
元
年
の
時
点
で
の
動
向
が
今

一
つ
は

っ
き
り
し
な
い
が
、

道
教

・
覚
尊
と
も
に
持
明
院
統
に
と

っ
て
好
ま
し
い
人
物
で
あ

っ
た
と
は
推
測
で

き
そ
う
も
な
い
。
天
正
本
の
異
文
が

い
ず
れ
も
持
明
院
統
に
批
判
的
で
九
条
家
に

好
意
的
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
異
文
が
九
条
家
に
何
ら
か
の
係
り
を
持

つ
者
の

(
28

)

記
録
な
ど
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

8

天
正
本
の
異
文
が
史
実
と
ど
の
程
度
重
な
る
か
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
は
、
こ

の
時
期

『大
日
本
史
料
』
未
刊
の
た
め
正
確
は
期
し
難
い
も
の
の

『史
料
綜
覧
巻

五
』
な
ど
に
徴
す
る
に
大
き
な
虚
構

は
な
い
。
ω

・
㈲

・
圖
の
日
付
に
小
異
あ
る

が
、
さ
せ
る
問
題
で
は
な
い
。
数
少

な
い
第

一
次
史
料
と
し
て
の

『
花

園

院

哀

記
』
に
比
す
る
と
、
㈲
の
改
元
評
定

に
つ
い
て
、
嘉
慶
と
い
う
案
も
あ

っ
た
こ
と
、

藤
中
納
言
実
任
が
正
慶

の
年
号
に
反
対
し
た
こ
と
は
四
月
廿
八
日
の
条
に
あ
り
、

ま
た

『
震
記
』
同
日
の
裏
書
に
あ
る

「改
元
定
参
仕
公
卿
」
の
人
名
は
天
正
本
に

一
致
す
る
。

ま
た
、
花
園
院
は
ω

・
働

・
qの
等

の
大
嘗
会
の
違
乱
の

一
一
を
記
さ
な
い
が
、

『
哀
記
』
十

一
月
十
三
日
の
条
に
次

の
如
き
感
想
を
書
き

つ
け
る
。

大
祀
無
爲
無
事
之
條
、
天
下
大
慶
、

一
流
之
安
堵
也
、
大
慶
何
事
如
之
哉
、
就
申
今
度

諸
國
亡
弊
之
上
、
依
兵
齪
、
段
米
等
有
名
無
實
、
及
今
月
上
旬
、
行
事
官
等
不
可
叶
旨

度
々
申
切
了
、
然
而
種
々
沙
汰
無
爲
被
遂
行
、
併
宗
廟
之
助
也
、
公
私
心
勢
無
極
、
然

而
面
々
奉
行
不
存
公
、平
、
只
有
私
曲
、
而
依
仁
政
無
嚴
密
之
沙
汰
、
傍
彌
如
此
鰍
、
而

今
此
大
祀
無
爲
之
條
、
眞
實
非
天
之
冥
助
、
孚
被
遂
此
大
祀
哉
、
向
後
運
命
猶
有
爲
事

也
、

(増
補
史
料
大
成
謝
頁
下
)

違
乱
事
や
奉
行
の
私
曲
は
あ

っ
た
も

の
の
、
と
も
か
く
も
無
為
無
事
に
終
了
し
た
。

こ
れ
は

「宗
廟
之
助
」

・
「
天
之
冥
助
」
に
よ
る
も
の
だ
、
と
。
こ
の
認
識
は
院

の
立
場
と
し
て
は
当
然
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
が
、

『
辰
記
』
に
傍
線
の
如
く
記
す

か
ら
に
は
、
実
際
に
は
相
当
の
不
祥
事
が
生
じ
た
も
の
と
想
定
出
来
、
現
に

『辰

記
」
は
い
つ
く
か
の
不
審
事
を
書
き
と
め
る
。
天
正
本
の
記
事
が
強
ち
荒
唐
無
稽

な
も
の
と
は
言
え
ま
い
。

天
正
本
巻
五
の
構
想
は
巻
二
の
場
合
に
比

べ
て
把
握
し
易
く
、
既
に
述

べ
た
如

く
、
背
後
に
北
条
氏
の
力
が
在

っ
た
光
厳
王
朝
体
制
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と

共
に
、

一
種
の
政
道
批
判
を
行
な
い
つ
つ
持
明
院
体
制
崩
壊
の
布
石
と
す
る
。
こ

れ
は
、
他
本
の
持

つ
北
条

一
門
滅
亡
を
予
告
す
る
構
想
と
相
侯

っ
て
、
よ
り
強
調

さ
れ
だ
あ
ら
わ
な
構
想
i

北
条
氏
踊
持
明
院
統
支
配
の
崩
壊
と
い
う
ー

を
生

む

。

四

、

結

び

天
正
本
の
巻
二
と
巻
五
は
い
さ
さ
か
様
相
を
異
に
し
、
さ
し
て
ま
と
ま

っ
た
結

論
を
示
し
得
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
形
だ
け
で
も
ま
と
め
を
付
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。

天
正
本
が
巻
頭
に
古
態
本
に
な
い
記
事
ー

そ
れ
は
歴
史
叙
述
に
係
る
も
の
が

殆
ん
ど
な
の
だ
が
ー

を
補
な
う
場
合
、
全
く
構
想
と
無
関
係
に
1

例
え
ば
箇

条
書
き
の
よ
う
に
ー

並

べ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
前
後
と
違
和
を

持

つ
記
事
で
あ

っ
て
も

『太
平
記
』
中
に
組
み
込
ま
れ
た
時
点
で
、
そ
の
記
事
は

『太
平
記
』
の
構
想
の

一
端
を
担
う
も
の
と
し
て
新
た
に
生
ま
れ
変
る
。
こ
れ
は

天
正
本
も
ま
た

『
太
平
記
』
と
い
う
作
品
の

一
伝
本
で
あ
る
以
上
、
当
然
の
こ
と
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大良プ父刀く

で
あ
る
が
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
改
訂
の
結
果
、
天
正
本
の
構
想
は
い
か
な
る
変
化
を
生
じ
た
か
。
二
つ
の

傾
向
を
あ
げ
て
お
く
。

・
既
に
あ
る
記
事
と
同
種
類
の
記
事
を
付
加
、
ま
た
は
集
中
し
て
、
古
態
本
の

持

っ
構
想
を

一
層
敷
術

・
強
化
す
る
傾
向
。

・
古
態
本
に
な
い
記
事
を
増
補
し
、
新
た
な
構
想
を
生
み
出
す
傾
向
。

前
者
の
例
と
し
て
は
巻
二
の
行
幸
記
事

・
巻
五
の
中
堂
常
灯
消
滅
に
類
す
る
記
事
、

後
者
の
例
と
し
て
は
巻
五
の
持
明
院
統
の
政
道
批
判
記
事
を
挙
げ
得
よ
う
。

こ
れ
ら
構
想
上
の
志
向
が
、
歴
史
的
事
実
を
補
訂
す
る
傾
向
、
あ
る
い
は
編
年

(
29

)

体
的
意
識
に
基
づ
く
記
事
順
序
の
改
訂
の
傾
向
と
、
ど
の
よ
う
に
共
存
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
は
、
他
の
巻
々
も
含

め
て
考
察
を
及
ぼ
す
必
要
が
あ
る
。
い
ま
、

一
言
だ
け
述

べ
る
な
ら
ば
、
天
正
本

の
年
時
表
記
は
そ
れ
を
丹
念
に
記
す
割
に
は
、

そ
の
年
号
に
さ
し
て
重
み
が
な
い
場
合
が
あ
る
ー

二
の
5
で
少
し
触
れ
た
ー

と
い
う
現
象
に
は
注
意
し
た
い
。
年
号
の
持

つ
意
味
よ
り
も
構
想
上
の
有
意
義
性

を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

我
々
が
〈
史
実
〉
と
称
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
持

つ
言
わ
ば
近
代
的
認
識
を
、

天
正
本
あ
る
い
は

『太
平
記
』
、

"
軍
記
物
"
に
、
果
た
し
て
ど
の
程
度
-

限

定
付
き
に
し
て
も
1

適
用
出
来
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
大
き
な
課
題
と
し
て

残

る

。

-

、

2

、

注
西
本
願
寺
本

と
い
う
名
称
は
高
橋
貞

一
編

『
義
輝
本
太
.平
記
㈲
』

(
昭
和

56
年
2
月

28
口
、
勉

誠
社
刊
)
所
収

の

「
解
説
」

に
拠
る
。

『
国
書
総
目
録
』

に
龍
谷
大
学
附

属
図
書
館
蔵

と
す

る
も

の
。

こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
拙
稿

「天

正
本
太
。平
記

の
性
格
」

(「
奈

艮
大
学
紀
要
」
7

号
、
昭
和
53
年
12
月
)

で
少
し
触
れ
た
。

3
、
天
正

本
に
対
す

る
古
態
本
と
し
て
は
玄
玖
本
を
用

い
る
。

引

用

は

『
玄
玖
本
太
平

記
』

(勉
誠
社

刊
)

に
拠
る
。

4
、
天
正
本

の
類
は
天
正
本

で
代
表
さ
せ
、
引
用
は
写
真

に
拠
る
。
但

し
、
高
橋
貞

一
編

『
義
輝
本
太
平
記
O
』

(昭
和

56
年

2
月
路
日
、
勉
誠
社
刊
)

は
巻

二
に
天

正
本
を

収
め
る

(義
輝
本
欠
巻

の
た
め
)

の
で
そ
の
頁
数
を
示
す
。
ま

た
巻
五
は
天
正
本

の

記
事
に
相
当
す

る
義
輝
本

(影
印
)

の
頁
数
を
示
す
。
毛
利
家
本

・
米
沢
本

は
写
真

に
拠
る
。
な
お
読
点

・
濁
点
は
私

に
付
す
。

5
、
後
藤
丹
治

「
太
平
記
原
嫁
新
考
」

(史
學
會
編

『
本
邦
史
學
史
論
叢

・
上
巻
』
所
収
、

昭
和
14
年
5
月

14
日
、
冨
山
房
刊
)

痂
頁

・
鈴
木
登
美
恵

「
佐

々
木
道
誉
を
め
ぐ
る

太
平
記
の
本
文
異
同
-

天
正
本
の
類
の
増
補
改
訂
の
立
場
に
つ
い
て
ー

」
(「軍

記
と
語
り
物
」

2
号
、
昭
和

39
年

12
月
)

6
頁
。

6
、
神
田
本
は
傍
線
部

を

「
別
當
資
明
卿
」
と
す
る

(汲
古
書
院
影
印

本
、

上
47

頁
)
。

ま

た

『
増
鏡
』
も
見
る
よ
う
に

「
資
明
」
と
す
る
が
、
大
系
本

の
凡
例

に

よ

れ

ば

「
資
明
」
と
い
う
表
記
は
諸
本
校
合
中

に
小
書

し
て
あ
る
も

の
で
注
記
か
と
思
わ
れ

る
。

『
公
卿
補

任
』

元
亨
三
年

(『
補
任
』
は
行
幸

の
あ

っ
た
正
中
元
年
を
欠

く
の

で
前
年
を
見
る
)

の
条

に
よ
れ
ば
、

こ
の
時
点

で
左
兵
衛
督

で
あ

る
の
は
資
朝

で
あ

り

(第

二
篇

鰯
頁
上
)
、
天

正
本

の
記
述
が
正
し
い
。
神
田
本

は
巻

一
末

尾
に
資
朝

佐
渡
配
流
記
事
が
あ

る
の
を
勘
案

し
て
弟

の
資
明

に
改
め
た
か
。

7
、
経
忠

の
行
装
に

つ
い
て
は
注
5
の
後
藤
丹
治
論
文
が
触
れ
る
の
で
略
し
た
。

8
、
鈴
木
登
美
恵

「
天
正
本
太
平
記
の
考
察
」
(
「
中
世
文
学
」
12
号
、
昭
和
42
年
5
月
)

34
頁
。

9
、

『
参
考
太
平
記
』
は
績
群
書
類
従
完
成
會
太
洋
社

の
刊
本

(
昭
和

18
年
10
月
20
日
)

に
拠

る
。

10
、
新
校
群
書
類
従
巻
第

三
十

八
。

11
、

『
行

辛
記
」
は
国
夏

の
歌
と
し
て

「
契
あ
れ
ば
此
山
も
み

つ
」

・

「
つ
た

へ
こ
し
道

の
手
向

に
」

・
「
山

の
は
の
木
ず
ゑ
を
み
こ
す
」
の
三
首
を
伝

え
る
が
、
天
正
本

・

毛
利
家
本
は

こ
の
う
ち
の
二
番
目
を
除

い
た
二
首
を
の
せ
る
。

12
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
第

十
三
巻
、
魏

・
鰯
。
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13
、
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
本

、
O

鵬
頁
。

14
、
新
校
本

齪

・
鵬
頁
。

15
、
荒
木
良
雄

「
太
平
記
の
成
立
と
恵
珍
上
人
」

(
「
国
語

と
国
文
学
」

10
巻
3
号
、

昭

和

8
年
3
月
)

捌
頁

。

16
、
長
谷
川
端

「
太
平
記

の
成
立
と
作
者
」

(
「中
京
大
学
文
学
部
紀
要

」

13
巻
1
号
、

昭
和
53
年
6
月
)

52
頁
。

17
、
毛
利
家
本
に
は
こ
の
種

の
改
訂
時

の
不
手
際
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。

18
、
義
輝
本
は
整

っ
た
小
字
体

の
た
め
約

六
丁
半
。

19
、
元
弘

二
年
六
月

六
日
裏
書
、
六
月
八
日
な
ど
。

20
、
例
え
ば

巻
二
十

六

「
持
明
院
殿
御

即
位
之
事
」

(玄
玖
本
四
8
頁
)
。

21
、
天
正
本

は
こ
の
章
段
を

猿

程

二
年
号
改
元

ヨ
リ
以
来
都
鄙

之
間

二
不
思
議
之
事
ド

モ
多

ケ
リ

(影
印
本
e
謳
頁
相
当
)

と
始

め
る
。
玄
玖
本
が
傍
線
部

を

「
其
比
」
と
曖
昧
な
表
現
を
と
る
の
に
対
し
、
天

正
本

は
光
厳
天
皇

の
正
慶
改
元
後
、
以
下

の
事
件
が
連
続

し
た
こ
と
を
強
調
す

る
。

そ
の
諸
事
件
と
は
、

。
嵯
峨
釈
迦
堂

の
眉
間
か
ら
放
光
あ
り
、
三
十
余
日
に
及
び
、
古
老
が
吉
兆
に
非

ず
と
占
す
。

。
日
吉
社
頭

の
十
禅
師

の
前

に
て
鳶
が
猿
の
食
物

を
奪
う
。

。
二
の
宮
の
階
か
ら
十
禅
師
ま
で
羽
蟻
が
群
集
す
。

。
千
歳
社

の
前
で
猿

(義
輝
本
は
猪
)
が
猿

を
食

い
殺
す
。

・
三
の
宮
の
神
殿

よ
り
光
物
飛
び
、
神
殿
鳴
動
す
。

・
こ
れ
ら
は
只
事

に
非
ず
と
て
、
大
衆

、
法
華

八
講
を
行
な
う
。

(影
印
本
O
鏑

・
粥
頁
相
当
)

口
吉
社

に
か
ら
む
不
吉
な
事
象
を
積

み
重

ね
不
安
を
醸
成
し
た
上
で
、
天
正
本
は
常

灯
消

滅
と
い
う
決
定
的
な
事
件
を
置
く
。
右

の
諸

々
の
事
象
が
史
実

か
否
か
は
問
題

外

で
、
こ
の
構
成
は
世
の
乱
れ
を
予
告
す

る
に
す
ぐ
れ
て
効
果
的
か

つ
意
識
的
で
あ

る
。
更

に
天
正
本

の
結
び
は

25242322
、 、 、 、

 

26

、

2827
、 、

 

29

、

カ
ク
テ

ハ
世
中

安
ヵ
ラ
ジ
如
何
ト
ゾ
有
レ
才
人

ハ
歎
キ
ケ
ル(影
印
本
O
認
頁
相
当
)

と
読
み
取
る
べ
き
方
向
を
示
唆
す
る
。
読
者
に
解
釈

を
ゆ
だ
ね
る
の
で
な
く
、
自
ら

構
想
の
意
図
す

る
所
を
説
明
し
て
し
ま
う
1

特

に
章
段

の
末
尾
で
ー

の
も
天

正

本

の

一
特
徴

で
あ

る
。

『
太
平
記

一
』

(
昭
和

52
年
11
月
10
日
、
新
潮
社
刊
)

肥
頁
。

影
印
本
上
蹴
頁
。

写
真

に
よ
る
。

但
し
、

『
尊
卑
分
豚
』

「
亀
山
源
氏
」

の
項

(第

三
篇
獅
頁
)

に
見
え
る
守
良
親
王

に
は

「
正
慶
元
1
艶
」
と
付
記
、
頭

注
に

「
正
慶
元
-
琵
、
恐
擦
増
鏡

太

平

記

有

誤
」

と
あ

る
。
な
お
五
辻
宮
に

つ
い
て
は
平
泉
澄

「
史
上
に
浬
滅

せ

し

五

辻

宮
」

(
『我
が
歴
史
観
』
所
収
)
が
詳
し
い
由

(鈴
木
登
美
恵

・
長
谷
川
端

『
太
平
記
』
昭

和

55
年
6
月

1
日
、
尚
学
図
書
刊
、

m
頁
)
だ
が
未
見
。

し
か
し
道
教
は
そ

の
後
、
北
朝
関
白

に
ま
で
昇
進
、
貞
和

五
年

(
一
三
四
九
)

七
月

六
日
、

三
十
五
歳
で
雍
じ
て
い
る
。

『
大

日
本
史
料
」
第
六
編

之
四
、

晒
頁
。

こ
の
こ
と
が
旧
稿

「
天

正
本
太
平
記
成
立
試
論
」

(
「
国
語

と
国
文
学
」
53
巻

3
号
、

昭
和

51
年
3
月
)

で
触

れ
た
天
正
本

の
成
立
圏
を

二
条
良
基
1
佐

々
木

道
誉
燭
辺
に

求

め
る
考
え
と
、
ど
う
結
び

つ
く

の
か
、
今
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
上
層
公
家

に
関

す

る
情
報
を
入
千

し
得

る
立
場

で
あ
る
と
い
う
点
で
矛
盾

は
な

い
。

注

8
の
論
文
。

(
付
記
)

諸
本

の
閲
覧

に
御
高
配
を
賜

っ
た
各
地
の
図
書
館

・
文
庫

に
対
し
深
謝
印

し
上
げ
る
。

な
お

『
史
料
綜
覧
巻

五
」
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
小
稿

の
二
で
扱

っ
た
正
慶
改
元
の

諸
記
事
の
依
拠
資
料
を

『
大
日
本
史
料
」
第

五
編

の
未
刊
分

の
中
に
検
出
可
能
と
は
予
想
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し
難
い
。
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、

『
史
料
稿
本
』

(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
)
未
見
と

い
う
怠
慢

は
許
さ
れ
る
は
ず

は
な
く
、
深
く
恥
ず
る
次
第
で
あ
る
。
今
後

の
補
訂
を
期
し

た

い
。
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